
イノベーションマインド認知行動療法（CBT）

（CBTは認知行動療法の英語の略称）

インスピレーションと安心感が高まる

チーム作りで、一人一人が小さなイノベーションを毎日起こす
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https://www.nissay.co.jp/enjoy/keizai/127.html



企業などの法人組織で、認知行動療法を
メンタルヘルス、ウェルビーイングからイノベーションへと展開

人的資本経営

ウェルビーイング経営
健康経営

産業保健
メンタルヘルス

健康度・低
ルール

健康度・高
戦略対象

一部

全体
吉村健佑 千葉大学
特任教授のスライドを改変



学校で認知行動療法を
メンタルヘルス、ウェルビーイングからイノベーションへと展開

教育でのイノベーション
人材の育成

生きる力
ウェルビーイングな学級、学校

学校保健
メンタルヘルス

健康度・低
ルール

健康度・高
学習対象

一部

全体
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Safe
安心（ほのぼの）

Inspiring
インスピレーション
関心（わくわく）

Anxious
不安（びくびく）

Demotivating
疲労（うんざり）

イノベーションに
適した気持ち
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イノベーションマインド認知行動療法の目指す感情



弁証法的な対人支援（認知行動療法）

弁証法とは、ある命題（テーゼ）と反対する命題（アンチテーゼ）を
統合し、より高い次元の命題（ジンテーゼ）を導き出す止揚（アウ
フヘーベン）を行う哲学の方法。
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テーゼ
「受容」
あなたはそのままでいい

アンチテーゼ
「変化」
あなたは変わったほうがいい

ジンテーゼ
「受容と変化」

あなたはそのままでいいけれど、ここを少
し変えたら、もっといいかもしれない
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